
 

 

 

 

 

 

 

  

       ３学期 始業式にあたって 

～飛躍のための３か月～ 
      

 今年も新しい年が始まりました。「初詣」や「合格祈願」に出かけた生徒もいるのではな

いでしょうか。３年生にとっては，自分の進路決定を目前に控えた大切な時期であり，引

き締まった気持ちで新しい年を迎えたことと思います。１・２年生にはぜひ３年生がどの

ような気持ちで毎日の生活を送るかを見て，知ってほしいと思います。中学校は３年間と

いう短い期間です。２年生は１年後に，１年生は２年後に，３年生と同じ立場になります。

１年間は瞬く間に過ぎてしまいますので，何気ない１年を過ごすのではなく，それぞれの

学年で充実した１年を過ごし，確かな成長を遂げ，自分の将来の夢をかなえる力をつけて

ほしいと願っています。 

 卒業・進級するまでの３か月間は，自分自身を「飛躍」させるための重要な期間となり

ます。３年生は，自分の進路を決めるだけでなく，進路先でさらに飛躍する力をつけるた

めの期間，２年生は最上級生として学校をリードできる力を身につける期間，１年生は学

校の中心となり４月に入学する新入生の良きモデルとなる力を身につける期間となります。

つまりこの期間は，自分を磨き，卒業後に夢や希望をもって生きていく力を身につける期

間となります。一人ひとりがこれまでの自分の学びを振り返り，達成可能な行動目標を立

ててください。そして，目標達成に向けた具体策を立て，強い意志をもってそれを実行す

る期間です。こういう意識をもってこれからの３か月間の学校生活を有意義なものにして

ほしいと思います。 

 新年を機に「新年の抱負」として，自分の目標を文章に残しておくことも大切です。自

分の将来は，学校生活の送り方や家庭学習の積み重ねによって，いくらでも変えることが

できます。「自分の未来を自分の力で切り拓く」そんな夢のあることに，今みなさんは取り

組んでいます。自分の将来は自分で決めるという強い意志をもち，充実した毎日をすごし

ましょう。 

 

 保護者の皆様，あらためまして，本年もよろしくお願いいたします。 

「学ぶことは，まねること」と言われますように，学ぶ環境にお手本となる存在は欠かせ

ません。目指す姿が見えることで，学びが実現するとも言えます。それだけに，身近な存

在である大人は，良きお手本としての役割が求められます。 

 教育は，「共育」であり「鏡育」でもあります。子どもは大人の鏡であると言われるゆえ

んです。新学期を迎え，私たちが親として教師として，鏡たる子どもの目指す姿であるこ

とを意識し，目標をもって前向きに取り組む生き様を示すことで，その役割を果たしてい

きたいと考えます。 

 今年も，昨年と変わらぬご支援，ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
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「来てよかった， 

  明日も来たい」 

     と思う学校 


